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スイッチの取り付け：HF6100-60L4D

スイッチを開梱する

梱包内容

出荷ボックスには、注文したスイッチモデルと設置に必要なその他のコンポーネントが入っています。一部のコンポー

ネントは、注文によって任意選択できます。

図 1 : Cisco Nexus Hyperfabric（HF6100-60L4D）の出荷ボックスで送付されるコンポーネント

M4 x 6mmプラス皿ネジ X 127Cisco Nexus Hyperfabric HF6100-60L4D（電源モジュールとファ
ンモジュールは示されていません）
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M4 x 20mmプラスなべネジ（黒色）X 18製品マニュアルおよび準拠マニュアル2

アースラグおよびM4.0 x 6 mmネジ X 4（なべネジ X 2、皿ネジ X
2）

9取り付けブラケット3
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（オプション）AC電源コード10ケーブルガイド4

（オプション）DC電源コード1110.50インチ長の No.12プラスなべネジ X 45

（オプション）USBコンソールケーブル120.625インチ長の No.10プラスなべネジ X 46

スペアアクセサリキット

次の表では、さまざまなスイッチモデルでサポートされるスペアアクセサリキットについて説明します。

表 1 : Cisco Nexus Hyperfabric（HF6100-60L4D）用スペアアクセサリキットおよびラックマウントキット

説明製品番号

19インチラックマウントアクセサリキットC9500X-ACCKIT-19I=

23インチラックマウントアクセサリキットC9500X-ACCKIT-23I=

4点マウント用延長レールおよびブラケットC9500X-4PTH-KIT=

梱包内容を使用する

スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにしてパレットとともに保管して

ください。スイッチを移動したり輸送したりする場合に、この箱が必要になります。

ステップ 1 記載されている機器がすべて揃っているかどうかを確認します。

•アースラグおよび使い捨ての静電気防止用リストストラップ。

•注文したオプション機器（コンソールケーブル、トランシーバ、特殊コネクタなど）。

•ブランクカバーは、シャーシの電源装置スロット取り付けられています。

ステップ 2 アクセサリキットの内容を確認します。

スイッチのアース接続

3PACプラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生したり、データが破損したりす
る危険性が、3P ACプラグ（アース付き）とシステムアースの両方を使用して適切に設置された場合よりもはるかに
高くなります。

システムアースにより、EMIシールド要件に対するアースや、モジュールにある低電圧電源装置（DC-DCコンバー
タ）のアースが強化されます。シャーシのシステムアースについては、次の注意事項に従う必要があります。

•システムアースは、すでに電力アース接続が確立されているその他のラックまたはシステムに接続する必要があ
ります。モジュールが取り付けられている場合、またはこの装置が米国または欧州のセントラルオフィスに取り

付けられている場合は、システムアース接続が必須となります。
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•システムアース接続と電源アース接続の両方をアースにつなぐ必要があります。FXSモジュールが取り付けられ
ている場合、またはこの装置が米国または欧州のセントラルオフィスに取り付けられている場合は、システムアー

ス接続が必須となります。

• DC入力電源装置を使用する場合は、電源からの DC電源ケーブルを DC PEMに接続する前にシステムアースを取
り付ける必要があります。システムアースを接続する前には、シャーシの電源をオフにしてください。

（注）

•すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、National Electric Code（NEC）の第 250条に定める要件またはそ
の地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラックアースまたは共通ボンディング網（CBN）に直接
アース接続する場合、6AWGアース線を使用することを推奨します。装置ラックも6AWGアース線を使用して、
CBNに接続する必要があります。

•システムアースは、DC入力電源装置が搭載されたシャーシの主要な保護アースとして機能します。これらの
シャーシの DC入力電源装置には、個別のアースはありません。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を破損させたり、アース

線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっきりしない場合

には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外しま

す。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

必要な工具と部品

システムアースを接続するには、次の工具と部品が必要です。

•アースラグ：システムに付属の 2穴ラグコネクタを使用する場合、アース線は 6 AWGのみにする必要がありま
す。それ以外の場合は、サポート対象のクローズドループリングコネクタを 8〜 14 AWG線に使用する必要があ
ります。

•アース用ネジ：2本のM4 x 8mmプラスなべネジ。アクセサリキットに同梱されています。

•アース線：アクセサリキットには同梱されていません。アース線のサイズは、地域および国内の設置要件に従っ
てください。米国に設置する場合は、AC電源システムに 14 AWG銅線を使用する必要があります。一般に入手可
能な 8～ 24 AWG線を推奨します。930 W電源モジュールを使用する DC電源システムには 12 AWG線が必要で、
1500 W電源モジュールには 8 AWG線が必要です。アース線の長さは、スイッチとアース設備の間の距離によっ
て決まります。
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• No.1プラスドライバ。

•アース線をアースラグに取り付ける圧着工具。

•アース線の絶縁体をはがすワイヤストリッパ。

スイッチをアースに接続する

シャーシのアースを確立するには、シャーシのアースラグからラックにアースケーブルを接続する必要があります。

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアースラグの開口端に挿入します。

ステップ 3 アース線をアースラグのバレルに圧着します。アース線がアースラグに確実に接続されていることを確認
します。

ステップ 4 スイッチのアースパッドの位置にアース線のラグを合わせて、金属同士がしっかり接触するようにします。

アースラグは、シャーシの左側または右側に取り付けることができます。アースパッドはシャーシの両側

面にあります。

ステップ 5 ラグをシャーシに固定する前に、アースラグおよびアース線が、その他のスイッチハードウェアまたはラッ
ク機器に干渉しないことを確認します。2本のM4 x 6mm皿ネジを使用して、アースブラケットとラグを
シャーシに固定します。

図 2 :アースラグの取り付け

アースラグ3M4 x 6mm皿ネジ1

アースブラケッ

ト

4M4 X 6 mmなべネ
ジ

2
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図 3 :アースブラケットを使用しないラグの取り付け

ステップ 6 アース線のもう一方の端にリング型ラグを取り付け、これをネジでラックに固定します。

ラックを取り付ける

ラックへの設置

• Network Equipment Building System（NEBS）を設置する場合は、4支柱ラックマウントキットを使用します。フロ
ントマウントおよびリアマウントストリップの間で測定されるラックの奥行きは24.7インチから39.75インチの間
である必要があります。

•スイッチを設置する前に、必ず『Regulatory Compliance and Safety Information (RCSI)』をお読みください。

• 19インチラック以外のラックにスイッチを設置する場合は、スイッチの付属品ではないブラケットキットが必要
です。

警告

ステートメント 1032 -シャーシの持ち上げ

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、カードなど）のハンドルを持ってシャー

シを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてください。これらのハンドルには、ユニットの重量を支える強

度はありません。
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警告

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐため、システムが安定

した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、重い順に下から上へ設
置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラックに設置するか、または
ラック内の装置の保守作業を行ってください。

図 4 : 4支柱ラックマウントキット

0.625インチ長の No.10プラ
スなべネジ X 8

419インチブラケット X 21

M4.0 x 6mmプラス皿ネジ X
24

54点マウント用延長レールお
よびブラケット

2
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--0.50インチ長のNo.12プラス
なべネジ X 8

3

（注）

オプションの 23インチラックマウントキットを Ciscoの営業担当者に発注します。

図 5 : 23インチラックマウントキット

23インチラックマウントブラケット1

ラックマウントブラケットの取り付け

スイッチのどちらの端をサイトのコールドアイルに配置するかを決定します。

•スイッチが前面から背面へのエアフローをサポートしている場合（C9500X-FAN-1U-Rファンモジュール）、ポー
トがコールドアイルに位置するようにスイッチを配置します。
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図 6 :前面から背面へのエアーフローファンのポートの位置

•スイッチが前面から背面へのエアフロー（C9500X-FAN-1U-Fファンモジュール）をサポートしている場合は、ファ
ンと電源モジュールがコールドアイルに配置されるようにスイッチを配置します。
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図 7 :背面から前面へのエアーフローファンのポートの位置

ステップ 1 スイッチへのラックマウントブラケットの取り付け。

a) M4.0x6mmプラス皿ネジを使用して、ブラケットの長い側をスイッチの前面、中央、または背面の取
り付け位置の両側に取り付けます。

b) 6本のネジを使用してブラケットをスイッチの片側に取り付けます。
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図 8 :ラックマウントブラケットの前面取り付け位置
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図 9 :ラックマウントブラケットの中間取り付け位置
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図 10 :ラックマウントブラケットの背面取り付け位置

19インチ用マウントブラケッ
ト

3スイッチ1

--M4 x 6mmプラス皿ネ
ジ

2

ステップ 2 提供される延長レールは、必要なサイズよりも長い場合があります。延長レールを必要な長さにトリムす
るには、指定されたマークに沿って延長レールを曲げ、カットします。
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図 11 :延長レールを必要な長さに曲げてカットします

ステップ 3 スイッチポートがコールドアイル（前面から背面へのエアフロー）にある場合は、プラス小ネジを使用し
てブラケットと延長レールをスイッチに取り付けます。

a) 6本のネジを使用して、スイッチの片側に延長レールを取り付けます。
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図 12 :拡張レールの取り付け

ステップ 4 スイッチポートがコールドアイルから離れた位置にある場合（背面から前面へのエアフロー）：

a) RFIDを分解する
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図 13 : RFIDの分解

b) 小ネジを使用して、ブラケットと拡張レールをスイッチに取り付けます。
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図 14 :ブラケットと延長レールをスイッチに取り付けます

ラックへのスイッチの取り付け

•電源が取り付けられていることを確認します。

•ファンが取り付けられていることを確認します。

ステップ 1 黒の小ネジを使用して、左右いずれかのブラケットにケーブルガイドを取り付けます。
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図 15 :ケーブルガイドの取り付け

ケーブルガイド319インチブラケット1

M4 x 20mmプラスなべネ
ジ（黒色）

4プラス小ネジ2

ステップ 2 アクセサリキットに付属の No.12または No.10のプラス小ネジを使用して、スイッチをラックレールに固
定します。
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図 16 :ラックへのスイッチの取り付け

スイッチの取り付け後

ステップ 1 電源装置のスイッチをオンにして、システムに電力を供給します。電源投入の間に、スイッチは一連のブー
トアップ診断テストを実行します。

スイッチは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設計さ
れています。

（注）

ステップ 2 必要なデバイスをスイッチポートに接続します。

ステップ 3 デバイスをスイッチポートに接続した後、ポートの接続を確認します。スイッチと接続先装置がリンクを
確立すると、LEDは緑に点灯します。

モジュラポートカードからの SFPおよび SFP+モジュールの取り
外し

SFPおよび SFP+モジュールを取り外すには、C9K-OPTICS-TOOL=キットからの光抽出ツールが必要です。
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ステップ 1 手首に静電気防止用リストストラップを着用して、ストラップの機器側をアース表面に接続します。

ステップ 2 モジュールにはベールクラスプラッチがあります。SFP取り外しツールを使用します。ツールの光ケーブ
ルリリース側を活用、ケーブルラッチを解除するように圧力を加えて、 SFPトランシーバモジュールか
らケーブルを取り外します。

ステップ 3 ツールのベールリリースラッチ側を活用ベールを持ち上げ、SFPまたはSFP+モジュールを取り外します。

ステップ 4 SFPまたは SFP+トランシーバモジュールを持ち上げて、スロットからゆっくり引き出します。

ステップ 5 SFPまたは SFP+トランシーバモジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いて
ください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


